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小学校模擬選挙

若者の政治への関心の
低さや選挙離れが全国的
に叫ばれている中、子ども
の時から、実際の選挙と
同様の体験をすることに
より、選挙や政治に関心
を高めることを目的として
実施する。

【内容】
設定した１つのテーマによ
り、架空の都市「○○市」
の市長選挙を実際の投票
器材を使用した体験授業
として行う。
【提供先】
市内の小学５～６年生
【実施方法】
千葉県弁護士会法教育
委員会と共催
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H３０年度実績
小学校１９校（弁護士会と共催１６校
＋市内大学等と連携３校）
　２，３３２人
（応募校　３９校）

Ｒ元年度実績
小学校２１校（弁護士会と共催１６校、
市内大学等と連携３校、市単独実施２
校）
　２，８１６人
（応募校　３４校）

R２年度実績
小学校１６校（弁護士会と共催１２校、
市内大学と連携等４校）
　１，０８５人
※２１校実施予定であったが、緊急事
態宣言により５校中止
（応募校２１校）

共催している千葉県弁護士会が立候
補者役として参加しているが、この形
態の模擬選挙は全国的にも珍しいも
のとなっている。

実施後にアンケート調査を実施してい
るが、概ね良い経験となったとの感想
があるなど好評であり、実施希望校も
増加基調にあり、実施校拡大が必要
な状況にある。
【参考】
R３年度予定
小学校２１校（うち弁護士会と共催１６
校、市内大学と連携等５校）
（応募校５２校）

一方、共催している千葉県弁護士会
法教育委員会所属の弁護士に限りが
あり、現在の実施数がほぼ上限であ
り、これ以上増やすことが難しい。
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小学校の実施希望に対し、実
施可能数がほぼ上限に達し
ている状況にある。実施校拡
大に向け、市内大学など、実
施可能な他団体との連携を
引き続き検討する

選挙管理委員会事
務局

事務事業（業務）概要

局・区の使命 公正な選挙が行われるために、必要な政治意識の醸成を図る。

事業選択・重点化・見直しの考え方 選挙権年齢が引き下げとなり、小さいころからの政治意識の醸成、いわゆる主権者教育の重要性が近年増している。

今後の方向性

令和３年度
選挙管理委員会事務局
事務局長　石野隆史

ヒト モノ カネ
事務事業（業務）に必要な行政資源 課題抽出


